








序言 液性抗体産生を基盤に発症する多くの糸球体腎炎は免疫抑制剤の使用によりその発

症の軽減化あるいは発症の抑制が期待できる。我々は前年度にラット血清病腎炎をモデル

にステロイド剤の効果を検討した。メチルプレドニソロン 30mg/kg の連日腹腔投与で腎炎

の発症は阻止できなかったが,糸球体組織障害上,免疫結合物の沈着の係蹄壁への移行傾向

と障害の軽微化がみられることを報告した。一方副腎皮質ステロイド剤とは全く構造を異

にした,真菌より抽出した物質サイクロスポリン(CyA)は臓器移植の際発動する細胞性免疫

を抑制することが知られているが,液性免疫の抑制力のあることも知られている。そこでこ

の CyA の効果をラット血清病腎炎のモデルを用いてステロイド剤のそれと比較検討した。 


